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▼
筆
記
試
験
　
８
月
７
日（
木
）・
８
日（
金
） 

▼
実
技
試
験
　
10
月
13
日
（
月
） 

▼
受
験
申
請
書
の
請
求
方
法
　
４
月
１

日
（
火
）
よ
り
、
返
信
用
封
筒
（
角

形
２
号
、
Ａ
４
版
が
入
る
大
き
さ
）

に
1
4
0
円
切
手
を
貼
り
、
あ
て
先

を
明
記
し
た
も
の
を
別
封
筒
に
入
れ

て
「
保
育
士
試
験
の
手
引
き
請
求
」

と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
申
請
書
受
付
期
間
　
４
月
１
日（
火
）

〜
５
月
13
日（
火
）※
当
日
消
印
有
効 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　（
社
）全
国

保
育
士
養
成
協
議
会
　
保
育
士
試
験

事
務
セ
ン
タ
ー
〒
1
7
1
‐
8
5
3
6

東
京
都
豊
島
区
高
田
3
‐
1
9
‐
1
0

明
治
安
田
生
命
高
田
馬
場
第
２
ビ
ル

６
階
☎
0
1
2
0
・
4
1
9
4
・
8
2 

  

　
小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
は
期
間
満
了

の
日
の
１
年
前
か
ら
更
新
講
習
を
受
講

で
き
ま
す
。
ま
た
、
免
許
が
切
れ
て
い

る
人
も
、
失
効
再
交
付
講
習
を
受
講
す

る
と
免
許
が
復
活
し
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時
　
３
月
29
日
（
土
）
／
午
後
２

時
受
付
、
２
時
30
分
開
始 

▼
会
場
　
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー
共
同
ホ
ー
ル 

（
久
留
米
市
野
中
町
1
0
1
5
） 

▼
受
講
に
必
要
な
も
の
　
・
小
型
船
舶

操
縦
免
許
証
・
写
真
２
枚
（
縦
4.
5

cm
×
横
3.
5
cm
６
か
月
以
内
撮
影
）
・

住
民
票
１
通
（
本
籍
地
記
載
の
も
の
）
・

講
習
料
（
更
新
8
、
5
0
0
円
、
失
効

1
4
、
4
0
0
円
） 

○
受
講
希
望
の
人
は
必
ず
申
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
宇
城
市
立

九
州
海
技
学
院
（
熊
本
県
宇
城
市
三

角
町
三
角
浦
1
1
9
3
☎
0
9
6
4
・

5
2
・
2
4
5
1
） 

   

○
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験 

▼
受
験
資
格
　
①
昭
和
50
年
４
月
２
日

〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
大
学
を
卒
業
し
た
者
、
平
成
21
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
お
よ

び
人
事
院
が
同
等
と
認
め
る
者 

▼
受
付
期
間
　
４
月
１
日
（
火
）〜
８
日
（
火
） 

▼
第
１
次
試
験
日
　
５
月
４
日
（
日
） 

○
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験 

▼
受
験
資
格
　
①
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜

昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者
②
昭

和
62
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大
学
・

短
大
・
高
専
を
卒
業
し
た
者
、
平
成
21

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
お
よ

び
人
事
院
が
同
等
と
認
め
る
者 

▼
受
付
期
間
　
４
月
11
日
（
金
）〜
22
日
（
火
） 

▼
第
１
次
試
験
日
　
６
月
22
日
（
日
） 

○
国
税
専
門
官
採
用
試
験
、
労
働
基
準 

　
監
督
官
採
用
試
験 

▼
受
験
資
格
　
①
昭
和
54
年
４
月
２
日

〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
大
学
を
卒
業
し
た
者
、
平
成
21
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
お
よ

び
人
事
院
が
同
等
と
認
め
る
者 

▼
受
付
期
間
　
４
月
１
日（
火
）〜
14
日（
月
） 

▼
第
１
次
試
験
日
　
６
月
15
日
（
日
） 

○
法
務
教
官
採
用
試
験 

▼
受
験
資
格
　
①
昭
和
54
年
４
月
２
日

〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

大
学
・
短
大
・
高
専
を
卒
業
し
た
者
、

平
成
21
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

者
お
よ
び
人
事
院
が
同
等
と
認
め
る
者 

▼
受
付
期
間
　
４
月
１
日（
火
）〜
14
日（
月
） 

▼
第
１
次
試
験
日
　
６
月
15
日
（
日
） 

◎
受
験
案
内
等
の
請
求
方
法
　
返
信
用

封
筒
（
角
形
２
号
、
1
4
0
円
分
（
国

税
専
門
官
は
1
2
0
円
分
）
の
切
手

貼
付
、
あ
て
先
明
記
）
を
同
封
し
た

封
筒
に
、
試
験
名
を
朱
書
き
し
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
　
人
事
院
九

州
事
務
局
第
二
課
試
験
係
〒
8
1
2

‐
0
0
1
3
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

東
２
‐
1
1
‐
１
☎
0
9
2
・
4
3
1
・

7
7
3
3 

  

宅
建
対
策
コ
ー
ス 

▼
内
容
　
知
識
習
得
・
模
擬
試
験
と
解
説 

▼
期
間
　
５
月
９
日
〜
10
月
17
日
の
毎

週
月
・
金
曜
（
た
だ
し
、
７
月
28
日

以
降
は
月
・
水
・
金
曜
）
計
54
回 

▼
時
間
　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時 

▼
会
場
　
久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー 

▼
対
象
者
　
受
験
者 

▼
定
員
　
30
人
　 

▼
受
講
料
　
6
0
、
0
0
0
円 

第
二
種
電
気
工
事
士（
筆
記
）対
策
コ
ー
ス 

▼
内
容
　
知
識
習
得
・
過
去
問
と
解
説 

▼
期
間
　
５
月
11
日
〜
６
月
１
日
の
毎

週
土
・
日
曜
計
７
回 

▼
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午 

▼
会
場
　
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー 

▼
対
象
者
　
受
験
者 

▼
定
員
　
30
人 

▼
受
講
料
　
1
2
、
0
0
0
円 

◎
２
コ
ー
ス
共
通
事
項 

▼
申
込
方
法
　
電
話
予
約
後
、
入
金
し

て
く
だ
さ
い
。 

・
先
着
順
受
付
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
久
留
米
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
久
留
米
市
東
合

川
５
‐
９
‐
1
0
☎
4
4
・
5
2
0
1
） 

   

▼
期
日
　
４
月
５
日
〜
６
月
14
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日
（
10
回
程
度
） 

▼
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

▼
場
所
　
市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
小
郡
運

動
公
園
内
） 

▼
対
象
　
初
級
・
中
級
者
（
中
学
生
以
上
） 

▼
定
員
　
30
人 

▼
受
講
料
　
5
、
0
0
0
円
（
コ
ー
ト
使

用
料
、
ボ
ー
ル
代
ほ
か
含
む
） 

▼
申
込
期
日
　
３
月
30
日
（
日
） 

※
午
前
11
時
よ
り
受
付
開
始 

▼
申
込
方
法
　
受
講
料
を
添
え
て
市
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
（
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
）
に

申
込
（
１
回
の
申
込
は
１
人
分
ま
で
） 

※
受
付
開
始
時
点
で
定
員
を
超
え
る
応

募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
抽
選
。 

※
申
込
受
付
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ
る

返
金
は
い
た
し
ま
せ
ん
。 

※
テ
ニ
ス
保
険
に
は
加
入
し
ま
せ
ん
。 

※
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
な
い
人
に
は

無
料
貸
出
し
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
小
郡
市
テ
ニ
ス
協

会
事
務
局（（
有
）小
郡
ス
ポ
ー
ツ
／
小

郡
市
小
郡
1
2
2
5
‐
１
☎
7
2
・

5
3
4
4
／
水
曜
定
休
） 

  

小
型
船
舶
免
許
更
新
・
失
効
講
習 

平
成
20
年
福
岡
県
保
育
士
試
験 

3月カレンダー

2/24 25 26 27 28 29 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 4/1 2 3 4 5

平
成
20
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験 

（
大
学
卒
業
等
程
度
） 

久
留
米
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

第
52
期
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル(

硬
式) 

受
講
生
募
集 

　久留米社会保険事務所職員が、ねんきん特別便のご相談をお受けいたします。 
日　時　３月28日（金）／午前10時～午後３時 
会　場　小郡市役所北別館2階大会議室（本館北側） 

　ねんきん特別便のご相談においでになるときは、ねんきん特別便およ
び年金証書をご持参ください。ご本人以外の人がご相談される場合は、
委任状およびご本人の印鑑が必要です。本人確認または代理人確認のため、
身分証明書（運転免許証、健康保険証など）もご持参ください。 

問い合わせ先　久留米社会保険事務所　☎33－6192

ねんきん特別便相談窓口を開設します
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２
０
０
８
高
齢
者
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー 

実
例
で
知
る
活
き
活
き
ラ
イ
フ 

〜
年
金
、
保
険
そ
し
て
働
き
方
〜 

厚
生
労
働
省
委
託
実
施
事
業 

「
若
者
自
立
塾
」
入
塾
者
募
集 

花
立
山
小
里
山
保
全
作
業
を
行
い
ま
す 

「
七
夕
市
」
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

開
催
の
お
知
ら
せ 

「健康と福祉のまちづくり」調査報告会および健康講演会「健康と福祉のまちづくり」調査報告会および健康講演会
全
国
陶
磁
器
フ
ェ
ア
IN
福
岡
２
０
０
８ 

大
刀
洗
飛
行
場
関
連
写
真
等
展
示
会 

平
成
19
年
度
後
期
企
画
展 

文
化
財
を
伝
え
る
心 

市
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
は
お

済
で
す
か
？
お
済
で
な
い
人
は
３

月
17
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。 

第
28
回
“
ふ
れ
あ
い
小
郡
”
オ
ー

プ
ン
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集 

利
用
権
設
定
申
請
の
受
付 

〜
農
地
の
賃
貸
借
等
契
約
〜 

  

▼
日
時
　
４
月
29
日(

祝)

午
前
９
時 

▼
予
備
日
　
５
月
４
日 (

日)

　 

▼
会
場
　
市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
運
動
公
園
内
） 

▼
種
目
　
ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
・
女
子
） 

▼
募
集
定
員
　
48
組
（
男
女
各
24
組
） 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
締

切
が
近
い
場
合
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
状
況

を
確
認
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

▼
参
加
資
格
　
男
・
女
オ
ー
プ
ン 

▼
試
合
方
法
　
３
チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー

グ
戦
を
行
い
、
各
順
位
の
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。 

※
予
選
リ
ー
グ
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
も
、

６
ゲ
ー
ム
先
取
（
ノ
ー
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
） 

▼
試
合
球
　
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
マ
ッ
ス
ル
パ

ワ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

▼
参
加
料
　
１
組
　
5
、
0
0
0
円 

▼
申
込
方
法
　
参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
む 

※
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む
場
合
、
５
日

以
内
に
参
加
料
を
お
支
払
い
く
だ
さ

い
（
５
日
を
過
ぎ
る
と
無
効
）。 

※
申
込
締
切
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い

て
は
、
返
金
い
た
し
ま
せ
ん
。 

※
申
込
締
切
後
の
ペ
ア
変
更
は
、
ド
ロ

ー
表
の
名
前
を
変
更
し
ま
せ
ん
。 

※
ド
ロ
ー
表
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
４
月
22
日
（
火
）
頃
発
送
の
予
定

で
す
。 

▼
申
込
締
切
　
４
月
13
日（
日
）午
後
５
時 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
小
郡
市
テ

ニ
ス
協
会
事
務
局（（
有
）小
郡
ス
ポ
ー

ツ
／
小
郡
1
2
2
5
‐
１
☎
7
2
・

5
3
4
4
フ
ァ
ク
ス
7
3
・

4
3
9
2
／
水
曜
定
休
） 

   

　
ニ
ー
ト
の
人
を
対
象
に
３
か
月
の
合

宿
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学
習

を
通
し
て
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
基

本
的
能
力
を
身
に
付
け
、
自
信
と
意
欲

を
も
た
せ
、
就
学
・
就
労
へ
導
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

▼
開
始
時
期
　
４
月
１
日
か
ら
３
か
月
間 

▼
定
員
　
20
人 

▼
説
明
会
日
時
・
会
場
　 

　
若
者
自
立
塾
の
説
明
、
個
別
相
談
会

を
行
い
ま
す
。 

            

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
法
人
久
留
米

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
若
者
自
立
塾
事
務
局
☎

兼
フ
ァ
ク
ス
4
4
・
0
4
5
9 

        

▼
問
い
合
わ
せ
先
　 

▽
市
県
民
税
　
税
務
課
市
民
税
係
☎
7
2
・

2
1
1
1
内
線
1
2
4
、1
2
5
 

▽
所
得
税
　
久
留
米
税
務
署
☎
3
2
・

4
4
6
1
 

 

  

　
地
域
に
の
こ
る
史
跡
や
天
然
記
念
物

な
ど
を
保
護
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
こ

う
と
努
力
し
て
き
た
人
々
の
姿
を
通
し
、

小
郡
の
文
化
財
保
護
を
振
り
返
り
ま
す
。 

▼
期
間
　
３
月
１
日（
土
）〜
31
日（
月
）

※
16
日（
日
）・
17
日（
月
）は
休
館 

▼
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分 

▼
場
所
　
古
代
体
験
館
お
ご
お
り
（
小
郡

市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
）
展
示
室 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
文
化
財
課
☎
7
5
・

7
5
5
5 

   

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業
に
よ

る
春
の
利
用
権
設
定
の
受
付
を
行
い
ま

す
の
で
、
該
当
農
家
の
人
は
申
請
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
実
施
地
域
　
市
内
全
域
の
農
地 

※
市
街
化
区
域
内
の
農
地
は
除
き
ま
す
。 

▼
受
付
期
間
　
４
月
１
日（
火
）〜
30
日（
水
） 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
委
員

会
事
務
局
☎
7
2
・
2
1
1
1
内
線

6
3
2 

   

▼
日
時
　
３
月
20
日
（
祝
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
※
雨
天
の
場
合
は
中
止 

▼
会
場
　
小
郡
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

西
側
広
場
（
大
保
4
2
7
番
地
） 

▼
出
店
ブ
ー
ス
　
約
2
0
0
ブ
ー
ス 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
七
夕
市
実
行
委
員

会
事
務
局
（
商
工
・
企
業
立
地
課
内
）

☎
7
2
・
2
1
1
1
（
内
線
1
4
2
） 

  

　
花
立
山
の
下
草
刈
り
や
枝
落
と
し
作

業
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。
用
具
は
不
要
で
す
。 

▼
日
時
　
３
月
16
日
（
日
）
／
午
前
８

時
〜
10
時
　
※
雨
天
時
、
３
月
20
日
（
祝
）

に
順
延 

▼
集
合
場
所
　
城
山
公
園
臨
時
駐
車
場 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
宮
田
☎
0
9
0
・

8
7
6
8
・
6
7
5
7
 

  

▼
日
時
　
３
月
19
日（
水
）〜
23
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
最
終
日
は

午
後
５
時
） 

▼
会
場
　
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
（
福
岡

市
博
多
区
沖
浜
町
７
‐
１
） 

▼
入
場
料
　
前
売
り
3
0
0
円
・
当
日

5
0
0
円
（
高
校
生
以
下
無
料
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
全
国
陶
磁
器
フ
ェ

ア
IN
福
岡
実
行
委
員
会
事
務
局
☎

0
9
2
・
2
6
2
・
3
2
6
5
 

  

　「
大
刀
洗
飛
行
場
」
関
連
写
真
約
1
0
0

点
、
終
戦
直
後
の
関
連
地
域
の
航
空
写
真
、

戦
時
品
や
関
係
書
籍
を
展
示
し
ま
す
。 

▼
期
間
　
３
月
27
日（
木
）〜
30
日（
日
） 

▼
会
場
　
く
ろ
つ
ち
会
館
（
立
石
校
区

公
民
館
）
会
議
室
２
・
３ 

▼
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
７
時
（
最

終
日
の
み
午
後
５
時
ま
で
） 

▼
入
場
料
　
無
料 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
大
刀
洗
空
襲
を
語
り

つ
ぐ
会（
西
依
）☎
7
2
・
3
2
1
3 

     

　
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
が
始
ま
る
中
、

就
業
意
欲
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
高

齢
者
の
就
業
状
況
は
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
高
齢
者
を
雇
用
し
て
い
る

企
業
の
実
例
を
紹
介
し
、
企
業
が
求
め

て
い
る
も
の
、
年
金
、
保
険
、
地
域
社

会
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。 

　
自
分
の
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
き

っ
か
け
と
す
る
為
に
参
加
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

▼
講
師
　
社
会
保
険
労
務
士
　
増
山
正
紀
氏 

▼
日
時
　
３
月
22
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分 

▼
会
場
　
県
久
留
米
総
合
庁
舎
２
階
会
議
室 

▼
定
員
　
35
人 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県
筑
後
労
働

福
祉
事
務
所
☎
3
0
・
1
0
3
4
 

     

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

〜
小
郡
市
社
会
福
祉
協
議
会
〜 

●
香
典
返
し
寄
付
（
敬
称
略
） 

○
下
町
・
半
田
淑
子
（
亡
母
榮
美
子
） 

○
大
保
・
藤
田
一
三
（
亡
母
ツ
マ
ノ
） 

○
横
隈
・
白
木
ハ
ツ
ヨ
（
亡
夫
幸
男
） 

○
大
板
井
１
・
上
野
寛
教
（
亡
叔
母
百
登
子
） 

○
大
保
・
迫
野
栄
子
（
亡
夫
福
二
） 

○
大
保
・
久
保
田
誠
（
亡
妻
可
子
） 

○
大
板
井
１
・
勝
野
敏
子
（
亡
夫
正
夫
） 

  

●
訂
正 

　
２
月
15
日
号
広
報
お
ご
お
り
「
お
知

ら
せ
版
」
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
心
配

ご
と
相
談
の
「
弁
護
士
相
談
」
は
予
約

が
必
要
で
す
。
３
月
13
日
（
木
）
の
相

談
は
６
日
（
木
）
、
27
日
（
木
）
の
相

談
は
21
日
（
金
）
の
午
前
９
時
か
ら
電

話
受
付
、
先
着
６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

日
　
時

会
　
場

３
月
15
日
︵
土
︶

午
後
１
時
〜
５
時

え
ー
る
ピ
ア
久

留
米(

久
留
米
市

諏
訪
野
町
︶

３
月
22
日
︵
土
︶

午
前
10
時
〜
午

後
１
時

福
岡
市
立
青
年

セ
ン
タ
ー
５
階

︵
福
岡
市
中
央

区
大
名
２
丁
目

６-

４
６
︶
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【問い合わせ先】介護保険課☎72ー2111内線452・453

公民館 

　これまで、条例・規則により、半額減免などの措置が適用されていた団体について、 
基本的に使用料の減免措置を廃止します。 

１ 減免措置を見直す理由

２ 今回、見直す公共施設（【　　】内は施設担当課）

①宝満ふれあいセンター【農業振興課】　　　  　②農産加工センター【農業振興課】 
③高齢者社会活動支援センター【介護保険課】 　 ④総合保健福祉センター「あすてらす」【健康課】 
⑤隣保館（市民館）および各集会所【人権・同和対策課】⑥人権教育啓発センター【人権・同和対策課】 
⑦各教育集会所【人権・同和教育課】　　　　  　⑧生涯学習センター【生涯学習課】 
⑨各校区公民館【生涯学習課】　　　　　　　  　⑩のぞみがおか生楽館【生涯学習課】 
⑪小郡交流センター【生涯学習課】　　　　　  　⑫文化会館【生涯学習課】 
⑬各地域運動広場【生涯学習課】　　　　　　  　⑭体育施設（体育館など）【生涯学習課】 
⑮学校施設（屋内運動場など）【生涯学習課】     　⑯埋蔵文化財調査センター【文化財課】 

  詳しくは、各公共施設担当課へお問い合わせください。 
【問い合わせ先】各担当課（代表電話）☎72－2111 、文化財課　☎75－7555

①老朽化した公共施設の維持補修を計画的に行う。 
②公平な受益者負担を図る。 
③財源確保を図る。 

　平成19年９月～11月にかけて小郡市民約３千
人を対象に行った「健康と福祉のまちづくり」に
ついてのアンケート調査結果報告会および健康講
演会を開催します。 
　住み慣れた土地で生活を続けていくために、健
康づくりや福祉、介護、防災など今後のまちづく
りについて、一緒に考えてみませんか？ 
　たくさんの方々の参加をお待ちしています。 

〈第三部〉健康講演会 

「あなたの力で健康小郡を」 

※ 手話通訳・要約筆記があります。 
※ 駐車場は文化会館駐車場をご利用ください。 
　 満車の場合は市体育館の駐車場をご利用ください。 

「健康と福祉のまちづくり」調査報告会および健康講演会「健康と福祉のまちづくり」調査報告会および健康講演会「健康と福祉のまちづくり」調査報告会および健康講演会

【日　時】３月25日（火） 
　　　　　13：30～15：30 
　　　　　開場　13：00 
【会　場】生涯学習センター 
　　　　　七夕ホール 

〈第一部〉 ○調査結果報告 
　　　　○調査結果に基づく課題分析 
　　　　　および今後の展望 
 
 

古飯区 

小郡三井医師会長 
NPO法人  
　あすてらすヘルスプロモーション理事長 

丸 山　泉　先生 

〈第二部〉地域の実践報告 

「古飯健康よくばりクラブの 
　はじまりの動機と現状について」 

　東 原　一 馬   区長 

内　容 
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記録がもれている場合 

申出は社会保険事務所へ

①社会保険事務所または年金相談センターで

②お電話で

【受付時間】 
●月～金曜日／午前8時30分～午後5時15分 
　３月は一部の年金相談センターを除き午後7時まで受付時間を延長します。 
●３月８日（土）、３月９日（日）／午前9時30分～午後4時 
　　（都合により開庁できない社会保険事務所・年金相談センターもあります。） 

●500万件が旧姓の方！！
結婚等により氏名を変更されている方々の記録が、いわゆる持ち主不明であった「5000万件」のうち 
500万件を超えることが見込まれています。 

●ご協力をお願いします

※平成９年１月以降にはじめて年金に加入された方は、基礎年金番号制度の導入により、年金記録が一元的に管理されて 
　おりますので、ご安心ください。 

これらの年金記録は、国民の方々お一人お一人に旧姓の申出をいただくことにより、皆様の記録に 
速やかに結びつけることができます。ご協力を何卒よろしくお願いいたします。 

③インターネットで（ユーザーID・パスワード）
現役加入者の方は、社会保険庁ホームページからユーザーID・パスワードをお取りい 
ただければ、同ホームページでいつでもご自身の年金加入記録をご覧いただけます。 

【受付時間】 
●月～金曜日／午前9時～午後8時 
●第２土曜日および３月９日（日）／午前9時～午後5時 
※原則として皆様の基礎年金番号や生年月日をお尋ねし、後日、回答票を郵送させていただきます。 
※「ねんきんダイヤル」（☎0570ー05ー1165）でも受け付けております。 

※お近くの社会保険事務所の所在地や開庁時間の延長などについては、 
　社会保険庁ホームページ（ http://www.sia.go.jp/ ）でご案内しております。 

社会保険庁ホームページ　http://www.sia.go.jp/
平成20年の４月から10月までの間に、すべての年金受給者・現役加入者の方々に 

「ねんきん特別便」をお送りし、改めて記録の確認をお願いすることとしております。 

「ねんきん特別便専用ダイヤル」☎0570ー058ー555 
※IP電話、PHSからは「03ー6700ー1144」にお電話ください。 

［問い合わせ先］久留米社会保険事務所　☎33－6192

まずは記録をご確認ください。

平成８年12月以前に旧姓で年金に加入していた方は、

以前の記録が統合されていないことがあります。

１．記録の確認は以下の３つの方法で

２．旧姓履歴の申出

記録の調査及び統合は社会保険 
事務所で行い、皆様に結果を 
お知らせします。 

３．記録の調査及び統合

口座振替で最大3,620円の割引！口座振替で最大3,620円の割引！

保険料の納付は口座振替が便利・安心です

申
込
み
は
今
す
ぐ
！

申
込
み
は
今
す
ぐ
！
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口座振替前納が大変お得

　保険料を口座振替にして20年度分の保険料を
一括して前納すると、3,620円（納付書での前
納より550円お得）の割引になります。 

月々の口座振替に「早割」制度
(当月保険料の当月末引落し)

　通常の口座振替（当月保険料の翌月末引き落
とし）は定額保険料ですが、口座振替を早割に
すると50円の割引になります。 
　早割制度を申し込むと、翌月末の初回の口座
振替にて２か月分の保険料（従前の保険料と50
円割引きされた保険料）が引き落しとなり、その
後の毎月の保険料が50円割引きとなります。 

【早割のイメージ図】 
　　　平成20年３月中に申し込まれた場合 

　口座振替での前納は、３月31日（月）までに社
会保険事務所での登録が完了している必要があ
りますので、ご希望の人は早めに申し込んでく
ださい（特に金融機関を経由しての申込は早め
にお願いします）。 
　なお、既に口座振替で前納されている人は、
届出の必要はありません。 

口座振替前納の申込はお早めに口座振替前納の申込はお早めに

(3,620円の…オトク)
・・・

(毎月50円の…オトク)
・・・

引
落
月 

保
険
料 

３
月
分 

４
月
末
日 

４
月
分 

５
月
末
日 

５
月
分 

６
月
末
日 

○ 通常の口座振替 

引
落
月 

保
険
料 

３
月
分 

４
月
末
日 

４
月
分 

５
月
分 

５
月
末
日 

○ 早割制度 

(4月分以降毎月50円割引)

口座振替で最大3,620円の割引！口座振替で最大3,620円の割引！口座振替で最大3,620円の割引！

保険料の納付は口座振替が便利・安心です保険料の納付は口座振替が便利・安心です

便
利
そ
の 

① 

毎
月
金
融
機
関
に
出
向
く
手
間

が
な
く
な
り
便
利
！ 

便
利
そ
の 

② 

通
帳
で
納
め
た
確
認
が
で
き
る

の
で
便
利
！ 

安
心
そ
の 

① 

毎
月
、
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り

安
心
！ 

申
込
み
は
今
す
ぐ
！

申
込
み
は
今
す
ぐ
！

申
込
み
は
今
す
ぐ
！

申
込
み
は
今
す
ぐ
！

申
込
み
は
今
す
ぐ
！

　
口
座
振
替
の
申
込
用
紙
（
振
替
方

法
の
変
更
も
同
じ
申
込
用
紙
と
な
り

ま
す
）
は
金
融
機
関
の
窓
口
、
社
会

保
険
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。 

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
②
預
金

通
帳
③
通
帳
届
出
印
を
お
持
ち
に
な

れ
ば
、
そ
の
場
で
申
し
込
み
で
き
ま

す（
手
数
料
な
ど
は
一
切
不
要
で
す
）。 

　
な
お
、
市
国
保
年
金
課
年
金
係
に

も
申
込
用
紙
と
社
会
保
険
事
務
所
送

付
用
封
筒
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

 

＊
保
険
料
の
1/4
免
除
・
半
額
免
除
・
3/4

　
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い
る
人
の

　
口
座
振
替
は
、
通
常
の
口
座
振
替

　
で
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。 

現金で１年分を
前納すると

口座振替で１年分
を前納すると

現金で毎月納めると
１年度分は 172,920円

169,850円

169,300円

14,410円×12月

3,070円

割引

3,620円

割引

さらに550円お得

社会保険庁から送付される納付書
で納付してください。 
納付期限は翌月末日です。 
また、納付書での前納は納付書に
綴られている１年分前納の納付書
で４月30日までに納付すると
3,070円割引になります。 (４月〜21年３月)

1か月

お得その① お得その②
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一緒に「脳トレ」しませんか？

●日程　４月から９月の６か月間 
●会場 
　ふれあい館三国（三国校区公民館）毎週火曜日午前 
　あすてらす（総合保健福祉センター）毎週金曜日午前 
●対象　原則市内在住65歳以上で、教室に自分で 
　　　　通える人 
●内容　週1回の教室学習（30分程度）と毎日15 
　　　　分程度の自宅学習 
●費用　月額2,000円（教材費など） 
●申込・問い合わせ先 
　小郡市社会福祉協議会（あすてらす内）☎73－1120

　東北大学川島隆太教授の研究を基にした簡単な
読み書き・計算の「脳の健康教室」では、学習者
を募集します。 
　一人ではなかなか始められない、続かないと言
われる「脳トレ」を学習者やサポーターとの楽し
い交流で一緒にやっていきましょう！ 
　講演会・体操教室などイベントもあります。 

　市では、生ごみ処理機の購入に対する補助制度
を設けています。 
　今年度内（H19.4.1～H20.3.31）に購入された
生ごみ処理機については、平成20年３月31日まで
に申請が必要です。平成19年４月以降に、生ごみ
処理機を購入された方で、申請が済んでいない人は、
早めに申請してください。 
　なお、今から購入される人についても、年度内
にご購入の場合は、３月31日までに申請してくだ
さい（申請が遅れた場合、補助金が出ませんので
ご注意ください）。 
　ご希望の人は次の手順で手続きを行ってください。 
●補助対象 
　電気式生ごみ処理機・コンポスト・EMボカシ容器 
●申請手続き 
予約／生活環境課へ電話または窓口で予約。 
（予約後１か月以内に購入、申請を） 
購入／販売店にて領収書をもらう。 
申請／領収書、保証書（電気式のみ）、印鑑、
口座番号の控え（郵便局以外）、住所の分かる
ものを持参し、窓口（生活環境課）で申請。 
決定／後日、決定通知書を送付し、補助金を指
定口座に振り込みます。 
●備考 
・購入の店舗、機種（メーカー）の指定はありません。 
・一度補助を受けると以後４年間は申請できません。 
・予算の範囲内で助成を行っています。予約のない
場合は受け付けられない場合があります。 
●予約・申請・問い合わせ先 
　生活環境課  ☎72－2111　内線152

●期間　３月25日（火)～６月８日（日） 
●時間　午前９時30分～午後５時30分 
　　　　（入館は午後５時まで） 
●休館日　毎週月曜日（５月５日を除く）、５月７日(水) 
●会場　福岡市博物館（福岡市早良区百道浜3-1-1) 
　　　　☎092－845－5011 
●観覧料　一般1,300円、高・大生900円、 
　中学生以下無料。前売り、団体などは、各200円引き。 
●問い合わせ先 
　ＮＨＫ福岡放送局・事業　☎092－724－2843 
　（土・日・祝日を除く、午前10時～午後６時) 
　ホームページ／http://www.nhk.or.jp/fukuoka/ 
 

クリーンヒル宝満
（旧：宝満環境センター）の使用料が
４月１日から改正されます

クリーンヒル宝満
（旧：宝満環境センター）の使用料が
４月１日から改正されます

1.受付の時間（正午～午後１時を除く） 

月曜日～金曜日  

土曜日 

午前９時～午後４時 

午前９時～午後３時 

3.使用料（消費税込み） 
 家庭系（一般家庭のごみ） 

事業系（お店等事業所のごみ） 

10kg当たり150円 

10kg当たり150円 

2.休　日 

毎週 

年末年始 

５月連休 

お盆 

日曜日 

12月31日、１月１日・２日・３日 

５月３日・４日・５日 

８月13日・14日・15日 

●問い合わせ先 
　生活環境課　☎72－2111　内線153

※今まで家庭系のごみおよび事業系のごみの料金
は異なっていましたが、４月１日より一律
10kg当たり150円になります。 
※計量は10kg単位で行います。なお、10kg未満
は、10kgで計算します。 

北部

北部（福岡方面）

（久留米方面）南部

西鉄線路

南部
Ａ地区

線路より西側の地区
Ａ地区

線路より西側の地区
Ｂ地区

線路より東側の地区
Ｂ地区

線路より東側の地区
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３月３日（月）からごみを収集に来る時間が変更になります！

生活環境課リサイクル推進係　☎72−2111　内線152

　現在、小郡市のごみは２箇所（①宝満環境センター：筑紫野市、②筑前町清掃センター：筑前
町）に搬入していますが、宝満環境センターの新規施設の完成により、３月からは、全てのごみ
を宝満環境センターに搬入することになります。 
（筑前町清掃センターは２月29日で操業終了となります。） 
　このことに伴い、効率よくごみを収集するために、ごみの収集ルート（収集する道順）が変更
になりますので、地域によっては、各家庭にごみを収集に来る時間が変わります。 

指定時間を守りごみを出してください

３月３日（月）より

　ごみの収集ルートの変更に伴い収集時間が変わります

３月３日（月）より

　ごみの収集ルートの変更に伴い収集時間が変わります

　市民の皆さんが出されたごみを収集に来る時間は変わりますが、ごみの出し方や分別の
種類等は変更ありません。指定時間を守りごみを出してください。ごみの出し方や日程につ
きましては、ごみ収集カレンダーをご覧ください。ご協力よろしくお願い致します。 

（オレンジ色） （紫色の帯） （ピンク色の帯）

遅い
北部北部

北部北部（福岡方面）（福岡方面）

（久留米方面）（久留米方面）南部南部

西鉄線路西鉄線路

南部南部
Ａ地区

線路より西側の地区
Ａ地区

線路より西側の地区
Ａ地区

線路より西側の地区
Ｂ地区

線路より東側の地区
Ｂ地区

線路より東側の地区
Ｂ地区

線路より東側の地区

早い

収
集
に
来
る
時
間
帯

ごみ収集車が各家庭の
ごみを収集に来る時間
が変わります。

引き続き、指定時間を守り、
ごみを出してください。
■燃えるごみ…午前７時まで
■不燃物・ビン・粗大ごみ…

午前10時まで

燃えるごみ燃えるごみ

朝７時までに出してください
Ａ地区・・・月曜・木曜が収集日
Ｂ地区・・・火曜・金曜が収集日

不燃物不燃物

朝10時までに出してください（ペットボトル・粗大ごみも同様）
日程はごみ収集カレンダーをご覧ください

ビンビン
不燃物袋 ビン専用袋

※紙製の燃えるごみ袋・緑色の帯の入った金属専用袋（不燃物専用袋として）は、引き続きご使用できます。 
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●問い合わせ先　小郡市子育て支援センター 
☎73-5041 

メールアドレス　kosodateshien5041@suo.bbiq.jp 
※メールアドレスが新しくなりました。 
ホームページ　http://www1.bbiq.jp/ogori.kosodate/

　日ごろ、子育てや家事に忙しく、なかなか子どもから離れて活動できない未就園児のお母さん方に大好
評のリフレッシュ講座！！今回は、今はやりの「エコクラフト」に挑戦しました。 

☆リフレッシュ講座☆  
　1/31「エコクラフト」
講師：手島栄子さん 

☆のびのび広場☆ 2/7　講師：橋本里香さん 
家庭訪問相談をご存知ですか?!

●子育てで、困っていることがある人 
●子どもの遊びやかかわり方に悩んでいる人 
●生活習慣やしつけ等で悩んでいる人 
●相談したいことがあるけれど、外出が難しい人 
　まず、お気軽にお電話ください。絵本やおもちゃ 
を持って、伺います。一緒に 考えましょう！！ 

かわいい 
かごの 
完　成！ 

 

◇参加者の声◇ 
・以前から興味があったので、 
　体験できてよかったです。 
・集中して、何かを作るのって 
　いいですね 

親子ふれあい遊び
やあかちゃん体操
を楽しみました。 

　毎年、３月１日から７日まで全国一斉に春の火災予防運動が実施されます。 
　この運動は、空気が乾燥し火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、火災予防思想の一層の普及を図り、も
って火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させ、財産の損失を防ぐことを目的として、
「住宅防火　いのちを守る　７つのポイント」を呼びかけています。 

発行　三井消防署 

☎72－5101（代） 

―　3つの習慣、4つの対策　― 

３つの習慣 

４つの対策 

○寝たばこは、絶対やめる。 
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。 
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 

　子どもの火遊びによる火災は、大人がい
ない時や人目につきにくいところで発生す
ることが多く、火災の発見が遅れ、火災が大
きくなることがあります。 
　保護者や周りの大人が、以下の点に注意
を払いながら、子どもに対して火の恐ろし
さや防火の知識について正しく教えましょう。 
１．火遊びをしているのを見かけたら 
　 注意する。 
２．子どもだけでは火を取扱わせない。 
３．子どもだけを残して外出しない。 
４．マッチやライターを子どもの手の届く 
　 ところに置かない。 

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災
警報器を設置する。 

○寝具や衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品
を使用する。 
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。 
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体
制をつくる。 
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納付の手間や納め忘れの
心配がなく安心です。

・市県民税（普通徴収）
・国民健康保険税
・介護保険料　・固定資産税
・軽自動車税　・下水道使用料
・下水道受益者負担金

西日本シティ銀行市役所内派出所の

窓口開設時間

○開設時間　午前9時〜午後4時45分

平成２０年２月１日現在
（　）は前月比

人　口　　58,894人
（＋13人）

　男　　　28,023人
（＋5人）

　女　　　30,871人
（＋8人）

世帯数　21,004世帯
（＋14世帯）

第21回とす弥生まつり　　　　〈鳥栖市〉 
　武人舞、巫女舞などのステージイベント、史跡め

ぐり、バザーなど。また、田代公園の桜の見ごろの

時期に合わせて、１週間（午後７時～10時）ライト

アップを予定しています。幻想的な夜桜をお楽し

みください。 

　日時　３月30日（日）午前10時～ 

　場所　田代公園一帯（鳥栖市柚比町） 

※JR鳥栖駅から西鉄バス弥生が丘行きで田代公

園入口下車徒歩20分。 

　鳥栖ICから国道34号線を鳥栖市街方面へ５分。 

　問い合わせ先　鳥栖市観光協会☎83－8415 

　または鳥栖市商工振興課☎85－3605

たのしまる春まつり　　　  〈久留米市〉 
　田主丸町の日本酒、焼酎、ワイン、醤油の４つの「蔵

開き」と商店街を中心にさまざまなイベントが行わ

れます。開放する蔵は「若竹屋酒造場」「紅乙女酒蔵」「巨

峰ワイン」「若竹醤油」。会場間を無料シャトルバスが

運行します。 

　期日　３月22日（土）～23日（日） 

　場所　商店街多目的広場（田主丸町田主丸） 

　　　　および各「蔵」 

　問い合わせ先　久留米観光コンベンション国際

　交流協会田主丸事務所　☎0943－72－4956

“ちくご遊学”久留米広域圏の情報をホームページで 
ご覧いただけます。 
アドレス  http://www.kttnet.co.jp/kurume-koiki/
iモード    http://www.kttnet.co.jp/kurume-koiki/i

口座振替をご利用ください。
編

集
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基山・小郡・鳥栖・クロスロード文化研究会（仮称）『基山―小郡  歴史散歩』開催要項 

クロスロード研究会は、基山・小郡・鳥栖の３市町の歴史研究グループと各教育委員会が県という枠組
みを越えて歴史と文化を研究する会として、平成20年度の発足を目指しています。 
研究会では、11月の講演会に引き続き、基山から小郡に向かう古くからの交通路に沿って、その周辺に
ある遺跡や神社・石造物などを歩いて訪ねる「歴史散歩」を行います。 
コースは、基山駅から高原川沿いに小郡官衙までの約６キロメートルで、約２時間半を予定しています。
途中の解説を、基山町の肥前文化財研究会と小郡市史跡案内ボランティア友の会が行います。 
どなたでも参加できます。参加料は無料です。 

３月15日（土）午前９時30分～正午 
JR基山駅正面玄関（西側出口） 
午前９時20分（小郡から甘木鉄道で来る場合は小郡駅発９時９分（基山駅着９時17分） 
の電車があります） 
関屋土塁→古寺遺跡（古代の官道）→小山観世音→西島如来石像→御勢大霊石神社 
→小郡官衙遺跡 
小郡官衙遺跡（ここから甘木鉄道「小郡」駅および西鉄「小郡」駅まではいずれも徒歩10分の距離です）。 
基山町・小郡市・鳥栖市各教育委員会 
申し込みは必要ありません（参加希望者は現地に集合）。歩きやすい服装で、水筒・タオル・ 
帽子を各自準備してください。　※雨天中止（小雨決行）。 
小郡市教育委員会文化財課☎75ー7555

▲
 ▲
 ▲
 
▲
 
▲
 ▲
 ▲
 
▲
 

日 時  
集 合 場 所  
集 合 時 間  
 
主な探訪地 
 
解 散 場 所  
主 　 催  
そ の 他  
 
問い合わせ先 
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